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第 1号議案 

令和元年度事業活動報告 

         平成 31 年 1 月 1 日～令和元年 12 月 31 日 

                      特定非営利活動法人 建築技術支援協会 

１ 総括報告 

平成 31年度は、「令和」という新時代を迎え、建設業にとっても、新時代の幕開けだったと

言えよう。再度の東京オリンピック・パラリンピック開催の準備が進み、次代に向けて処遇改

善対応の建設キャリアパスシステムの運用が始まる等の新たな動きも見られました。 

 幸い地震被害は少ない年でしたが、他方で豪雨や台風による被害は大きい年でした。気候変

動の影響で、今後も自然災害が頻発化、激甚化していくことが懸念され、自然災害直後の建築

物の危険度判定など、防災・減災の必要性が再認識されています。また、これらの災害からの

復旧においても、建設技能者不足は少なからぬ影響を及ぼしており、この基本問題への多様で

効果的な取り組みが求められています。 

 このような状況の中で、平成 31 年度の当協会の活動は、自治体や団体・企業の支援事業、

国の助成・補助事業、マンション対応事業等堅調で、収支も昨年に引き続き改善されました。

これは各部会と会員各位のご支援・ご協力、ご努力の成果です。 

 戸建住宅部会は、木造住宅合理化システム認定支援事業を継続し、住宅事業者に対する技術

相談・支援事業、更に CLT推進業務支援、タウンハウス管理組合技術支援、調査研究事業とし

て林野庁 CLT等新たな技術開発・普及事業に関わり、現在も継続中です。そして、東日本震災

からの復興「スクラムかみへい住宅」7年の記録の発行を行いました。 

 建築部会では、マンション管理組合事業部会と共同で、東京都とは共催の形で、また、文京

区、中央区からは要請に応じてマンション耐震セミナーを開催、相談にも対応し住民の耐震に

関する意識向上に寄与しました。また、省エネ改修、超高層マンションの大規模改修、非構造

部材の耐震化などをテーマにサーツホームページで一般参加者公募の「寺子屋」アフターファ

イブ市民向け講座を行いました。そして本年も国土交通省の「住宅建築国際展開事業」に応募

し採用され、モンゴルの既存 WPC集合住宅の耐震・外断熱調査・改修技術支援を行い、ウラン

バートル市の要請に対応しました。 

 集合住宅部会では、「郊外住宅団地における子育て書体の居住ニーズ・住宅選択条件の調査」

を行い、引き続き中層階段室住棟用昇降装置の調査研究を行いました。 

 マンション管理組合事業部では、建築部会と共同でマンションセミナーを行い、既存マンシ

ョンの大規模修繕を支援する事業を実施し、サーツらしさを念頭に期首目標を達成しました。 

 広報につきましては、マンスリーレポートにより動向を会員に伝え、季刊会誌により会員の

連携を深めるとともに外部への発信に努めました。また、ホームページによる一般の方へのサ

ーツ情報発信に努めました。 

 経営委員会では、企画 WGを開催し、当会の事業継続発展の議論を重ねました。 

最後に、業務達成にご努力されている会員各位に感謝を申し上げ、総括報告といたします。 








